
 

４月１０日（金）、前夜からの雨が残り、あいにくのお天気では

ありましたが、校庭の桜はこの日を待ってくれているようでし

た。２年生が昨年植えたチューリップもかわいらしい花を咲か

せ始めました。この日、第４８回入学式を行い、新一年生を迎え

ることができました。 

 学校長の式辞で、「おめでとうございます」と声をかけると、多くの一年生が声を揃えて「ありがとう」と

返事をしてくれました。そんな姿に子ども達の一生懸命さと健気さが感じられ、

思わず心が温かくなりました。在校生として式に出席した６年生は、受付を済ま

せた一年生の手を引いて靴箱へ案内し、靴を入れる場所を教えたり、名札を付

けてあげたりしてくれました。腰をかがめたり膝立ちになったりしながら、一年

生の目線に合わせて関わる姿は、とても頼もしく感じました。入学式は、新入生

を温かく迎え、楽しい小学校生活の門出を祝うとともに、６年生が良き上級生としての自覚を高める、大

切な行事でもあります。 

入学式の学校長の式辞では、これまで本校で繰り返し伝えてきた「大切にしてほしい３つの言葉」につ

いて、話をすることにしています。 

 

 

 

 

 

 

この３つの言葉には、こうした願いを込めています。始業式で紹介した「透明なガラスのび

ん」の話でも、「仲良くなるきっかけ」となる言葉の例として紹介しています。今年も学校全体で

この３つの言葉を大切に、どの学年も楽しく充実した学校生活を送ることができるよう願っています。 
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おはよう（挨拶） 

人と人をつなぐ大切な言葉。

相手に気持ちが伝わるように

顔を見て挨拶ができるように。 

ありがとう（感謝） 

言われた方も言った側もうれし

い言葉。たとえ小さなことでも、

お世話になったときは感謝の

言葉が言えるように。 

だいじょうぶ（思いやり） 

困っている人のことを気づか

ってかける言葉であり、人や自

分を励ますときにも使える言

葉。他人も自分も思いやり大

切にできるように。 



 今年度の担任・担当は下表のとおりです。総勢 49 名の教職員で、令和８年度の教育活動を進めてまい

ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

今年度の１年生の学級編制は国や県の

基準では２学級となりますが、生駒市独自

の施策（生駒市立小学校３０人程度学級要

項＊）により３学級でスタートすることができ

ました。新２年生が昨年度３学級でスタート

したのと同じ状況です。なお、生駒市の施

策は１年生のみを対象としているため、児

童数が増えない場合、来年度は２学級とな

ります。一方、新２年生は、昨年度末に転入

があり児童数が増え、国及び県の基準を満

たし、３学級を維持することができました。 

また、今年度、本校は専科教育を充実さ

せるための県の加配措置が認められ、教員

の配置人数（定数）が増えました。しかし、全

県的な教員不足の影響により、今年度も市

費の非常勤の枠（表中の３年理科の（ ））が

未配置のまま、新年度を迎えてしまいまし

た（昨年度は６月末に配置）。 

 

 

*１年生だけを対象に、子どもたちの確かな学力を定着させることを目的に実施する少人数学級編制。通常学級において

児童数が 1 学級に 32 名(県は 35 名以上)を超える場合に、生駒市の予算の範囲内で学級を分けることができます。 

生駒市では「学校に行きづらい」「行きたくても行けない」「教室に入りづらい」といった状況に

ある児童が、自分に合った形で登校し、学びの機会を得られることを大切にしています。校内サ

ポートルームは、教室でも、保健室でも、校外の教育支援センター（のびのびほっとルーム）でも

ない「学校の中にあるもう一つの学びと安心の場」です。本校でも、６月の開室に向けてただいま

準備を進めています。 

 


